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1946年神奈川県逗子市に生まれる。1971年東京大学教養学部教養学科イギリス
科を卒業。同年東大大学院法学政治学研究科に進むが，在籍中に外務公務員採用
上級試験に合格。1972年大学院を中退し外務省に入省。1973 ～1975年イギリ
ス・オックスフォード大学に留学。広報文化交流部長を経て，2006 ～ 2008年ユネ
スコ日本政府代表部特命全権大使。2008年9月より駐デンマーク特命全権大使。
2010年7月30日，文化庁長官に就任。2013年7月8日に退官。著書に『ミネルヴァ
のふくろうと明日の日本』『外交官のア・ラ・カルト』など。

世界に認められた美意識

　2013年6月，富士山の世界文化遺産登録が決まっ
た。事前に国際記念物遺跡会議（イコモス）から「除外
すべき」と勧告を受けていた三保松原が構成資産のひ
とつとして認められたことを受けて，逆転劇と大きく
報じられた。当時，文化庁長官として世界遺産委員会
に出席していた近藤さんが，その立役者として多数の
メディアに取り上げられたことは記憶に新しい。
「富士山は，ヨーロッパの印象派に大きな影響を与え
た広重や北斎の浮世絵をはじめ，日本人を触媒に素晴
らしい文化芸術を生み出してきました。その価値が認
められたということは，日本人の美意識が世界に認め
られたということにほかなりません」
　いにしえから脈々と受け継がれてきた日本人特有の
自然観や思想を脇に追いやり，経済第一で急成長を遂
げた近代日本。その勢いが失われ停滞している現代に
おいて，日本人はよりどころを失い，自信をなくして
うつむいている。そんな中，日本人の心の象徴とも言
うべき富士山が世界遺産として登録されたことは，自
然と共に生きてきた日本人の誇りを回復するきっかけ
になるのではないかと近藤さんは語る。
「世界遺産としての正式な登録名は『富士山－信仰の
対象と芸術の源泉』です。自然遺産ではなく文化遺産。
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統，思想，信仰，芸術的作品，あるいは文学的作品と
直接または実質的関連がある』という世界遺産条約の
下にある登録基準（vi）が登録への足掛かりでした。富
士山が日本人に与えている影響という，目に見えにく
い，明文化しにくい価値観を委員国の方々に認めても
らうには，やはり武器と戦略が必要です」

人と人との長期的な“ つながり”

　近藤さんが外交官時代を含めて築き上げてきた人脈
が，ロビー活動の武器となった。近藤さんはまず世界
遺産委員会の権威4人と接触し戦略を練り，イコモス
の勧告を尊重すべきとする「最も厳しい国」の委員と
会食。三保松原と富士山の関係性を説明し，三保松原
を構成資産に含めることに対して「反対しない」とい
う言質を取り付けた。
「幸い，最初に接触した4人も，厳しいと見られてい
た国の委員も，それぞれ知己の仲でした。あらゆる分
野の人と付き合い，普段から貸しを作り，借りを返し，
国を超えて人間同士として付き合い，信頼を得ていく。
ほとんどムダのように思えるけれども，いざというと
きに強力な後ろ盾となる。これが外交力です」
　最も厳しい国が態度を軟化させたことで，他国との
折衝が格段にラクになったと近藤さん。
「結局，最後は長期的な人間関係がものを言います。

人間関係を長続きさせるには，時間と，手間と，少し
のお金が必要です。これは外交に限った話ではなく，
一般的な人間関係においても同様ですよね。相手のこ
とを知りもしないのに，お願いだけ押し付けても聞き
入れてくれるわけがありません」
　ただし，と近藤さんは言葉をつなぐ。
「いくら気心知れた仲だと言っても，外国人に“目に
見えない価値”を理解してもらうのはとても難しいこ
とです。世界遺産は基本的に物的証拠が第一。今後，
登録を目指すものについては，その基本をあらためて
押さえていくべきでしょうね」

なぜ日本の幸福度は低いのか

　近藤さんは外務省に40年近く勤め，そのうち半分
が国内，半分が国外の生活だった。外から客観的に日
本を見てきた近藤さんにとって，最近の日本は不可解
な国であるという。
「日本はこんなにも安全で清潔で，教育水準も高く，
長寿で，経済的にも豊かで住みよい国であるのに，国
民の幸福度は低い。それはなぜでしょうか」
　今年9月，コロンビア大学地球研究所が発表した「世
界幸福度報告書2013」によると，幸福度ランキング
の1位はデンマークで，日本は43位。なぜ日本の幸
福度は低いのか。駐デンマーク特命全権大使を務めた

三保松原(2013年9月撮影)
静岡県静岡市清水区に位置する名勝。平安
の昔から親しまれている景勝地で，総延長
7km，5万本を超える松林と，駿河湾，富士
山の眺めが美しい。世界文化遺産「富士山－
信仰の対象と芸術の源泉」の構成資産に登
録される一方，敷設されている消波ブロック
が景観を阻害していると指摘されている。



近藤さんがデンマークと日本を比較したとき，見えて
きたのは日本人の「心の豊かさ」への渇望だった。
「高度経済成長を経た日本人は今，『物質的な豊かさ』
よりも『心の豊かさ』を求めています。しかしそれが
叶えられない。文化・芸術に対する国の予算は少なく，
企業も金を出さず，個人は文化芸術に触れる機会を逃
している。これで心の豊かさが得られるでしょうか」

日本の魅力はどこにある

　小学校6年生で学ぶ「我が国と経済や文化などの面
でつながりが深い国の人々の生活の様子」。現行の小
学校社会科では中学校社会科で学習する宗教にも配慮
し，イスラム圏としてサウジアラビアも取り上げてい
る。近藤さんはこうした中に，幸福度の高い国や，日
本文化への理解度が高い国を入れてもいいのではない
かと提言する。

「幸福度の高いブータンやネパールはもちろんですが，
日本文化の理解者とも言えるフランスなどについても
もっと学んでほしいと思いますね。例えば，2000年
からフランス・パリで開催されている『ジャパン・エ
キスポ』の様子を子どもたちに見せたら，きっと強い
関心を寄せてくれるのではないでしょうか」
　フランス人が自ら企画して始まったというジャパ
ン・エキスポは，日本のマンガやアニメ，ゲーム，音
楽などの大衆文化はもちろんのこと，書道や茶道，武
道などの伝統文化も含めた多様な日本文化をテーマと
した博覧会だ。第1回は小規模なものだったが，年々
入場者数を伸ばし，今年は23万人を記録した。
「海外の人達がどんなことに幸福感を得ているのか。
フランス人は日本文化のどこに魅力を感じているのか。
海外の人の目を通じて日本を見ることで，今まで見え
ていなかったものが見えてくるはずです。自国の魅力
を再発見し，自国に誇りを持ち得てこそ，心の豊かさ
も得られるのではないでしょうか」

海外の人の目を通じて
日本を知る

【表紙】六十余州名所図会 駿河 三保のまつ原
［木版画／ 38×26cm ／ 1853年］
歌川広重（1797 ～1858年）
（所蔵：国立国会図書館）

日本文化の理解者とも言えるフランスをは
じめ，歴史深いヨーロッパへの学びを深め
ることも大切ではないかと近藤さん。


